近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
９クール日報（２月２６日～３月１日）
	報告日
天気
	２月２６日（月）
雨時々曇り時々あられ
	報告者
	滋賀県社協　桒野
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	８クール：西田、森口、米田、山﨑、植野、河島、松本、井内、吉谷、細井
９クール：中林、山本、前川、髙寄、尾方、川端、土島、髙田、元佐、桒野

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着→移動
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:40ボラ送り出し完了（おもに和倉、石崎地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り（※仮仮置場にて解散）
　～資機材の片づけ等
	<本部以外の動き>
1 仮仮置場-ヨットハーバーの開設
・10:00には設営完了
・ボランティア活動先からの廃棄物受け入れ
2 仮仮置場-七尾美術館の完全撤収
・前日に解体・分別作業済みの廃棄物を奈良市が回収
　・仮仮置場として使用していた駐車場の清掃



	
	18:15 終礼
19:00 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整）
20:30 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ ※9クール初日、引継ぎ日）
〇VCの状況
［V 199名、現地調査22件（一般19件、現場系3件、キャンセル3件）ニーズ対応22件（うち完了19件、継続3件）］
・ボランティアの送り出しは順調に終了。
・天候が不安定で、一時あられが降るなどもあったが各ニーズ対応についてはスムーズに進んだ。ニーズ対応を終えたグループから、順次仮仮置場での分別作業を行った。
［運営上の工夫・改善等］
〇配車について
・バディコムを本部スタッフならびにJC本部数名が携帯し、各班送迎担当（JC）ならびに仮仮置場担当者と逐一状況確認しながら指示を出せる体制をとる形で進めた。
〇バディコムについて
・現在、JCのドライバーにのみ貸与。全グループへの連絡や指示を一斉に行うことができるため、車両オペレーション以外にも役立つ。

	今後の主な予定
	明日27日(火)の大きな動き
・ボランティア活動は和倉・石崎地区を中心に実施。
・仮仮置場は引き続き和倉温泉運動公園ヨットハーバー駐車場。
・仮仮置場内の廃棄物の増加が見込まれるため、分別作業にあたるVを増員して配置する。（27名）また、仮仮置場の担当者を1名→2名に増員し、分別・搬出作業効率を上げる。
・バディコムを各ボランティア班のリーダーにも貸与し、全体の連絡をバディコムでとることを試行的に試したいということを七尾市社協に提案する。→合意ずみ
・

	調整課題・所感等
	・金沢星稜大学の学生ボランティアの最終解散場所について、ボラセン本部、大学ボラ送迎バス運転手、引率の先生の間で相違が発生し、一時混乱する場面があった。当日に確認ならびにすり合わせは行っていたものの、確認を丁寧に行う必要がある。
・JCの運転ボランティア人数が明日27日は少ないため、一般の県ボランティアから運転に回っていただける方を募集する必要がある。→軽トラ運転を行ってもらう一般の県ボラには、バディコムを持っていただき逐一連絡が取れるようにしたい。バディコムの使用についてオリエンテーション必要なため出発前の鍵渡し、免許証コピー、バディコム説明までのスムーズな導線を考えておく必要がある。
・仮仮置場については、多数の車両が入場したり作業中のボランティアの横を通るなどの状況があるため、くれぐれも事故が起こらないよう、車両の導線について考えていく必要あり。


	その他
	



